
華
や
か
な
人
目
を
ひ
く
「
風
流
」
の
精
神

を
体
現
し
、
衣
装
や
持
ち
物
に
趣
向
を
凝

ら
し
て
、
笛
・
太
鼓
・
鉦か

ね
な
ど
で
囃は

や
し
立

て
、
賑
や
か
に
踊
る
こ
と
に
よ
り
、
災
厄

を
祓は

ら
い
、
安
寧
な
暮
ら
し
を
願
う
と
い
う

特
徴
を
も
つ
「
風
流
踊
」
の
全
国
37
件
の

行
事
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
政
府
か
ら
ユ

ネ
ス
コ
に
登
録
の
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
３
月
、
全
国

41
件
で
の
再
提
案
を
経
て
、
令
和
４
年
11

月
１
日
に
ユ
ネ
ス
コ
評
価
機
関
か
ら
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
（
代
表
一

覧
へ
の
記
載
）
が
適
当
と
い
う
勧
告
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
11
月
30
日
に

モ
ロ
ッ
コ
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
保
護
条
約
第
17
回
政
府
間
委
員

会
で
登
録
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
ユ
ネ
ス
コ
へ
の

登
録
が
決
ま
り
感
激
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域

の
皆
さ
ん
が
神
事
踊
を

一
丸
と
な
っ
て
守
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
現
在
ま
で
続
け

て
き
た
成
果
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
地
域
に

対
す
る
ご
褒
美
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、

世
界
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
た
農
村
文
化
を
後

世
に
着
実
に
継
承
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

勝
手
神
社
神
事
踊
保
存
会
長　
　

山
中　
茂
和
さ
ん

　

胸
に
「
か
ん
こ
（
か
っ
こ
）」
と
呼
ば

れ
る
締
め
太
鼓
を
下
げ
、
打
ち
鳴
ら
し
な

が
ら
踊
る
「
か
ん
こ
踊
り
」
は
全
国
に
散

在
し
て
い
ま
す
。

　
伊
賀
の
か
ん
こ
踊
り
は
、
現
在
ま
で
古

風
な
要
素
を
残
し
な
が
ら
、
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
踊
り
で
、
そ
の
背
景
に
は

干
ば
つ
や
疫
病
に
対
す
る
恐
れ
と
、
切
実

な
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
甲
賀
や
南
山
城

な
ど
周
辺
地
域
の
踊
り
と
の
関
連
も
色
濃

く
認
め
ら
れ
、
伊
賀
地
域
の
芸
能
文
化
の

豊
か
さ
を
表
す
重
要
な
も
の
で
す
。
そ
の

中
で
「
勝
手
神
社
の
神
事
踊
」
は
、
現
存

す
る
か
ん
こ
踊
り
の
代
表
と
し
て
大
変
貴

重
な
も
の
で
す
。

【申込先・問い合わせ】　文化財課
　☎ 22-9678　℻  22-9667
　 bunkazai@city.iga.lg.jp

◆記念講演会
【と　き】　３月 11 日㈯　
　　　　　午後１時 30分～３時 30分
　　　　　（受付：午後１時）

【ところ】　大山田産業振興センター
　　　　　どんぐりホール（平田 950-1）

【内　容】
○演題　「山畑勝手神社の神事踊について

　―ユネスコ無形文化遺産登録によせて―」
○講師　伊賀市文化財保護審議会委員　
　　　　佐々木　聖佳さん

【定　員】　先着 100人
【申込方法】　電話
【申込受付開始日】　１月 16日㈪～

12 月４日の記念式典の様子

農
村
文
化
を
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い

◆
伊
賀
の
か
ん
こ
踊
り
を
未
来
へ

　
「
勝
手
神
社
の
神
事
踊
」
は
、
10
月
第

２
日
曜
日
に
、
山
畑
の
勝
手
神
社
で
奉
納

さ
れ
ま
す
。
神
事
踊
の
起
源
は
、
地
元
で

保
管
さ
れ
る「
勝
手
神
社
神
事
踊
沿
革
史
」

（
１
９
３
５
年
）
に
よ
る
と
、
二
つ
の
説

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
寛
政
２
（
１
７
９
０
）
年
に

老
中
松
平
定
信
に
よ
っ
て
敬
神
思
想
の
向

上
が
進
め
ら
れ
、
全
国
的
に
神
事
が
盛
ん

と
な
り
、
神
事
踊
を
始
め
た
と
す
る
説
。

も
う
一
つ
は
、
江
戸
時
代
に
疫
病
が
流
行

し
た
際
、
尾
張
の
津
島
神
社
を
勧か

ん

請じ
ょ
う

し
、

神
事
踊
を
奉
納
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
す

る
説
で
す
が
、
ど
ち
ら
と
も
確
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
勝
手
神
社
の
神
事
踊
」
は
、
楽
長
１

人
、
楽
打
ち
４
人
、
中
踊
り
６
人
、
歌
出

し
５
人
（
立
歌
い
２
人
・
地
歌
い
３
人
）、

鬼
２
人
、
籠し

ゃ
ご

馬う
ま

と
馬
子
各
２
人
、
猿
１
人

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
中
踊
り
は
芯
に
な
る

竹
の
先
に
牡ぼ

丹た
ん

の
造
花
「
ホ
ロ
花
」
を
付

け
、
造
花
で
飾
っ
た
割
竹
を
放
射
状
に
挿

し
て
枝
垂
れ
さ
せ
た
華
や
か
な
「
オ
チ
ズ

イ
」
を
背
負
い
ま
す
。
立
歌
い
は
団う

ち
わ扇

を

手
に
踊
り
、
楽
打
ち
も
立
ち
居
を
繰
り
返

し
た
り
、
太
鼓
の
バ
イ
を
回
転
さ
せ
た
り

す
る
な
ど
複
雑
な
所し

ょ
作さ

を
見
せ
ま
す
。

　
「
勝
手
神
社
の
神
事
踊
」
は
、
昭
和
38

（
１
９
６
３
）
年
１
月
11
日
に
三
重
県
無

形
文
化
財
に
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年

３
月
８
日
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、令
和
２（
２
０
２
０
）年
３
月
、

盆
踊
や
小
歌
踊
、念
仏
踊
、太
鼓
踊
な
ど
、

　
「
勝
手
神
社
の
神し

ん
事じ

踊お
ど
り

」
を
含
む
、全
国
で
41
件
の
「
風ふ

流り
ゅ
う

踊お
ど
り

」
が
、ユ
ネ
ス
コ
（
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
に
登
録

さ
れ
る
の
は
、
伊
賀
市
で
は
「
上
野
天
神
祭
の
ダ
ン
ジ
リ
行
事
」
に
続
き
、
２
例
目
と

な
り
ま
す
。
今
回
は
、
神
事
踊
の
歴
史
と
ユ
ネ
ス
コ
登
録
の
経
緯
を
紹
介
し
ま
す
。

「勝手神社の神事踊」
ユネスコ無形文化遺産に登録決定

◆
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
へ

◆
神
事
踊
っ
て
ど
ん
な
踊
り
？

◆
神
事
踊
の
起
源
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